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神経解剖学的研究から迷走神経背側核

(ＤＭＮ）は胃，肝臓，騨臓その他の臓器を支配

することが明らかにされている．またこの

ＤＭＮが胃，騨臓その他の臓器機能を調節する

ことも生理学的研究により示されている

(Ｏｋｕｍｕｒａｅｔａ1.,1989)．近年，Ｆｏｘｅｔａｌ．

(1985）は腹部諸臓器を支配する迷走神経の起

始細胞がＤＭＮで臓器特異的に分布している

ことを報告した．この成績より，異なるＤＭＮ

細胞群は異なる機能を調節することが推定され

る．しかしながら，このような神経支配が，異

なる機能を有する胃各部位においても成立する

か否かは明らかにされていない．そこで，本研

究では異なる構造・機能を有する胃各部位を支

配する迷走神経の起始細胞の脳幹内分布を

horseradishperoXidase（ＨＲＰ）の逆行性軸索

輸送法を用いて同定した．
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義．
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方法

ウイスター系雄性ラッウイスター系雄性ラット（200-3009）を用い

た.ラットをネンブタール麻酔下に開腹し,３０％

ＨＲＰ溶液５ﾉｕｌを以下の部位しこにそれぞれ注入

した｡注入部位としては前胃部，胃体部，前庭

部のそれぞれ前･後壁の６部位を選んだ．ＨＲＰ

注入４８時間後，ラットを潅流固定し，脳幹を取

り出した.脳幹については50ﾒｚｍの凍結連続切

片を作製し，既報（Ｏｋｕｍｕｒａｅｔａ1.,1989）に

従ってtetramethylbenzidineにより反応させ，

明視野顕微鏡下に観察した．

結果

ＨＲＰ標識細胞はいずれの注入例においても

ＤＭＮＩこの承認められた．代表例のＨＲＰ標識

細胞の脳幹内プロットとそれを基に作製した標

識細胞のＤＭＮ内分布を図１に示した．いずれ

の部位への注入例でも，前壁(図のそれぞれＡ）

への注入例では標識細胞は主に左ＤＭＮに，後
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